


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































105「 題葉譚 」逍 蓬
こ
と
は
危
う
い
の
で
は
な
い
か
。
「箱
」
へ
の
言
及
は
、
更
に
『故
事
本
語
本
説
連
歌
聞
書
』
の
一
項
「柿
の
葉
の
文
故
事
」
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、
初
め
に
引
い
た
『新
式
聞
書
』
と
同
じ
よ
う
に
、
韓
夫
人
者
、
唐
僖
宗
皇
帝
の
宮
女
也
。
流
水
何
太
急
深
窓
尽
日
閑
報
勒
謝
二
紅
葉
一
好
去
到
二
人
間
一
如
此
書
二
紅
葉
}、
御
溝
水
入
。
是
士
人
于
祐
云
者
拾
得
、
是
又
紅
葉
如
此
書
、
曾
聞
葉
上
題
二
紅
愍
㎜
上
題
レ
詩
寄
二
阿
誰
一
如
此
書
、
紅
葉
御
溝
入
、
逆
流
ス
ル
ヲ
韓
夫
拾
得
ル
。
…
…
　　
　
(下
略
)
と
、
『排
韻
』
に
拠
っ
た
ら
し
い
漢
文
体
の
記
述
を
有
す
る
。
が
、
そ
れ
と
同
時
に
和
文
体
の
題
葉
譚
を
も
記
し
て
い
る
。
和
文
体
の
話
の
方
で
は
、
「内
裏
の
女
房
を
一
目
み
て
…
-
お
も
ひ
に
た
へ
か
ね
」
た
男
が
、
一
方
的
に
恋
の
詩
を
し
た
た
め
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
基
本
の
話
型
か
ら
崩
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
「柿
の
は
の
色
い
つ
く
し
き
」
を
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
『俊
頼
髄
脳
』
の
末
流
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
も
女
は
、
男
の
詩
を
「箱
の
底
よ
り
取
出
し
」
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「箱
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
『排
韻
』
に
も
『俊
頼
髄
脳
』
に
も
見
え
ぬ
設
定
で
あ
る
点
を
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
「箱
」
の
記
述
が
仮
に
典
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
『排
韻
』
や
『俊
頼
髄
脳
』
と
は
別
の
資
料
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
事
実
は
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『太
平
広
記
』
な
ど
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
れ
も
実
際
に
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
念
の
た
め
に
言
い
添
え
て
お
け
ば
、
「為
相
注
」
や
『故
事
本
語
本
説
連
歌
聞
書
』
の
「
は
こ
(箱
)
」
の
記
述
は
、
典
拠
な
し
で
も
付
け
加
え
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
へ
典
拠
を
指
示
す
る
こ
と
に
、
稿
者
の
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
自
体
は
些
末
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
。
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
漢
籍
の
典
拠
と
、
そ
の
和
訳
化
さ
れ
た
話
の
問
に
は
、
口
承
、
書
承
様
々
な
媒
介
項
の
介
入
す
る
余
地
が
あ
る
。
室
町
末
期
に
は
概
ね
『排
韻
』
典
拠
に
収
束
す
る
か
に
見
え
る
題
葉
譚
の
場
合
も
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
複
数
の
典
拠
と
の
相
当
に
複
雑
な
交
渉
を
経
て
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
日
、
目
に
し
う
る
中
国
側
の
資
料
だ
け
で
も
、
そ
の
こ
と
は
確
認
さ
れ
よ
う
が
、
更
に
は
失
わ
れ
た
資
料
の
可
能
性
を
想
定
す
る
時
、
典
拠
と
の
距
離
は
慎
重
な
測
定
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
中
世
の
書
庫
の
闇
は
、
想
外
に
深
い
よ
う
だ
。
(注
)
(1
)
木
藤
才
蔵
氏
「連
歌
新
式
注
解
書
の
研
究
」
(『日
本
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
二
号
、
昭
五
十
七
・
三
)、
同
氏
「連
歌
新
式
注
解
書
続
106
考
」
(
『国
文
目
白
』
第
二
十
二
号
、
昭
五
十
八
・
三
)
等
参
照
。
(2
)
木
藤
才
蔵
氏
編
『連
歌
新
式
古
注
集
』
(古
典
文
庫
五
〇
六
)
所
収
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
よ
る
。
(3
)
芳
賀
幸
四
郎
氏
『中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
(昭
五
十
六
思
文
閣
出
版
復
刊
)
に
は
、
臥
雲
日
件
録
第
五
十
七
冊
表
紙
の
書
き
抜
き
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
明
徳
四
年
の
五
山
版
の
存
在
か
ら
、
室
町
初
期
に
は
禅
林
内
に
広
ま
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
(
4
)
内
閣
文
庫
蔵
朝
鮮
覆
元
刊
本
に
よ
る
。
(
5
)
以
下
、
引
用
は
慶
応
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
、
毛
直
方
編
元
刊
本
に
よ
る
。
こ
の
部
分
、
林
槙
編
五
山
版
『
聯
新
事
備
詩
学
大
成
』
(内
閣
文
庫
蔵
)
も
、
ほ
ぼ
同
じ
。
(
6
)
芳
賀
氏
注
(3
)
前
掲
書
。
但
し
、
『空
華
日
用
工
夫
略
集
』
で
は
応
安
二
年
追
抄
に
、
「木
強
」
の
語
に
つ
い
て
の
注
記
と
し
て
、
「
注
、
木
、
質
也
、
言
如
木
石
之
為
也
、
又
見
于
韻
府
注
也
」
と
見
え
る
の
み
で
あ
り
、
肝
心
の
「韻
府
注
」
か
ら
の
引
文
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
く
、
『韻
府
群
玉
』
と
の
同
定
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『韻
府
群
玉
』
『詩
学゚
大
成
』
い
ず
れ
も
、
複
雑
な
諸
本
の
問
題
が
あ
り
、
厳
密
に
は
、
義
堂
の
目
に
し
て
い
た
書
物
が
ど
の
よ
う
な
系
統
に
属
す
る
も
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
『韻
府
群
玉
』
に
つ
い
て
は
、
柳
田
征
司
氏
「
『
玉
塵
』
の
原
典
『韻
府
群
玉
』
に
つ
い
て
」
(山
田
忠
雄
氏
編
『国
語
史
学
の
為
に
第
二
部
古
辞
書
』
〈
昭
六
十
一
笠
間
書
院
刊
〉
)
、
『詩
学
大
成
』
に
つ
い
て
は
、
柳
田
氏
『詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
研
究
篇
』
(昭
五
十
清
文
堂
刊
)
丶を
参
照
。
な
お
、
室
町
期
の
禅
林
に
お
け
る
『韻
府
群
玉
』
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
中
本
大
氏
「本
国
禅
林
に
お
け
る
橘
叟
説
話
の
受
容
に
つ
い
て
ー
『竹
林
抄
』
所
収
宗
砌
句
を
端
倪
に
ー
」
(
『中
世
文
学
』
第
三
十
六
号
、
平
三
・
六
)
な
ど
の
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
7
)
但
し
、
管
見
の
限
り
で
は
、
義
堂
の
詩
に
は
他
に
用
例
を
見
ず
、
必
ず
し
も
好
ん
で
用
い
た
題
材
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
用
例
の
調
査
は
、
体
系
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
邦
禅
林
の
中
で
い
つ
ご
ろ
か
ら
定
着
し
て
き
た
詩
材
で
あ
っ
た
か
、
知
見
の
限
り
で
な
い
。
本
来
な
ら
ば
、
更
に
幅
広
い
禅
林
詩
の
資
料
の
調
査
を
ふ
ま
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(8
)
柳
田
征
司
氏
『詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
影
印
篇
』
(9
)
83
年
上
海
古
籍
出
版
社
刊
、
宋
元
筆
記
叢
書
に
よ
る
。
か
つ
て
、
『
太
平
記
』
巻
一
「玄
慧
文
談
事
」
の
「
昌
黎
が
猶
子
韓
湘
」
に
つ
い
て
の
典
拠
と
し
て
、
こ
の
『青
瑣
高
議
』
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
(青
木
正
児
氏
『支
那
文
学
芸
術
考
』
)
が
、
書
物
の
流
入
と
影
響
力
と
い
う
点
か
ら
し
て
も
、
岡
見
正
雄
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
『詩
人
玉
屑
』
に
拠
る
知
識
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
(角
川
文
庫
『
太
平
記
(
一
)』
補
注
)
。
た
だ
し
、
以
前
、
簡
単
に
ふ
れ
た
こ
と
の
あ
る
鳥
衣
国
譚
な
ど
、
禅
林
の
知
識
と
深
く
か
か
わ
る
話
を
『青
瑣
高
議
』
が
収
め
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
。
(
10
)
「趙
徳
麟
細
君
王
、
作
一
絶
云
、
晩
雲
帯
雨
帰
飛
急
、
去
作
西
窓
一
夜
愁
、
徳
麟
因
此
娶
之
、
余
以
為
此
二
十
八
字
媒
也
[王
直
方
詩
話
]
」
と
あ
る
。
「
王
直
方
」
は
毛
直
方
の
誤
り
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
『増
広
事
聯
詩
学
大
成
』
に
は
「
二
十
八
字
媒
」
の
語
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
『玉
塵
』
に
お
い
て
も
、
『排
韻
』
に
こ
の
一
話
が
記
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
(1
)
『七
修
類
稿
』
は
、
民
国
五
十
二
年
世
界
書
局
印
行
、
読
書
箚
記
叢
刊
第
二
集
、
『陝
余
叢
考
』
は
、
民
国
六
十
七
年
世
界
書
局
印
行
四
版
、
読
書
箚
記
叢
刊
第
一
集
に
よ
る
。
(12
)
蓬
左
文
庫
蔵
、
明
刊
本
『百
川
学
海
』
戊
集
所
収
本
文
に
よ
る
。
(13
)
中
華
書
局
刊
本
(61
年
新
版
、
94
年
第
五
次
印
刷
)
に
よ
る
。
(14
)
蓬
左
文
庫
蔵
、
明
刊
本
『説
郛
』
所
収
の
一
巻
本
、
及
び
明
刊
本
『稗
海
』
所
収
の
十
二
巻
本
を
見
た
。
両
者
の
間
に
幾
つ
か
異
同
は
あ
る
が
、
大
107「 題葉譚」逍遙
き
な
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
『本
事
詩
』
の
記
事
と
は
か
な
り
異
な
る
。
周
勣
初
氏
主
編
『唐
人
軼
事
彙
編
』
(95
年
上
海
古
籍
出
版
社
)
巻
十
八
も
参
照
。
(
15
)
「罕
」
字
は
、
『広
韻
』
(民
国
七
十
五
年
校
正
六
版
、
芸
文
印
書
館
印
行
『校
正
宋
本
廣
韻
』
)
に
「希
也
」
、
『類
聚
名
義
抄
』
に
「
マ
レ
ニ
」
と
あ
る
。
(16
)
『
玉
渓
編
事
』
は
五
代
蜀
の
時
代
に
成
る
と
さ
れ
る
編
者
不
明
の
書
だ
が
、
明
刊
本
『説
郛
』
所
収
の
本
文
は
、
既
に
逸
文
で
あ
っ
た
も
の
か
僅
か
数
葉
の
も
の
で
、
当
該
話
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
(17
)
聯
句
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
熈
春
に
は
「韓
夫
人
紅
葉
扇
賛
」
の
詩
が
あ
り
、
『
排
韻
』
等
に
よ
り
広
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
韓
夫
人
の
題
葉
譚
を
、
知
識
と
し
て
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
御
溝
水
遠
隔
天
涯
依
約
霜
紅
恩
露
加
一
片
随
流
作
媒
去
始
知
秋
葉
勝
春
花
」
(『
翰
林
五
鳳
集
』
巻
十
九
秋
部
、
大
日
本
仏
教
全
書
)
。
つ
い
で
に
漢
和
聯
句
の
用
例
を
、
こ
こ
で
追
加
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
竹
冷
文
庫
蔵
『連
歌
和
漢
集
』
所
収
「於
幽
斎
和
漢
聯
句
」
二
折
表
6
・
7
句
、
心
緒
旅
悲
商
広
(英
甫
永
雄
)
題
葉
妾
紅
怨
喜
(等
喜
)
同
じ
く
、
「古
澗
下
国
和
漢
聯
句
」
三
折
表
4
・
5
句
か
つ
散
に
け
り
庭
の
紅
葉
は
旨
(幽
斎
)
苔
鎖
无
媒
路
醐
(古
澗
慈
稽
)
前
者
は
、
「題
葉
」
あ
る
い
は
「紅
怨
」
の
語
を
含
ん
で
お
り
、
用
例
と
し
て
疑
い
な
い
。
後
者
は
、
恐
ら
く
「
紅
葉
」
か
ら
の
連
想
と
し
て
「
媒
」
と
応
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
苔
に
と
ざ
さ
れ
た
庭
に
は
、
「
媒
」
と
し
て
紅
葉
を
運
ぶ
川
も
な
い
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
大
島
富
朗
氏
「
翻
刻
「細
川
幽
斎
和
漢
・
漢
和
聯
句
」
そ
の
二
(下
)
」
(『
学
苑
』
第
六
百
八
十
五
号
、
平
九
・
三
)
に
よ
る
。
(18
)
但
し
、
『
増
広
事
聯
詩
学
大
成
』
に
は
「
干
祐
」
を
「于
后
」
と
誤
っ
て
い
る
。
(19
)
『俊
頼
髄
脳
』
と
「為
相
注
」
と
の
関
係
を
見
る
上
で
、
幾
つ
か
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
を
摘
記
し
て
お
く
。
「為
相
注
」
は
紅
葉
の
詩
を
具
体
的
に
は
示
さ
な
い
も
の
の
、
「
そ
の
詩
の
心
は
へ
は
、
内
に
ま
い
り
な
か
ら
、
い
ま
た
御
門
に
見
え
た
て
ま
つ
ら
ぬ
事
の
う
れ
は
し
き
心
を
な
ん
つ
〉
り
た
り
け
る
」
と
解
説
を
加
え
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
は
『髄
脳
』
の
設
定
の
み
か
ら
で
も
推
測
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
男
の
返
答
の
詩
に
つ
い
て
、
「
お
な
じ
柿
の
葉
に
書
き
て
、
そ
の
川
の
、
水
上
に
流
し
け
れ
ば
」
(髄
脳
)
、
「
そ
の
河
の
み
な
か
み
の
奥
山
に
ゆ
き
て
、
こ
と
に
う
つ
く
し
き
紅
葉
を
と
り
て
、
あ
り
し
詩
の
返
事
を
つ
く
り
て
か
き
て
な
か
し
け
り
」
(為
相
)
と
、
い
ず
れ
も
『排
韻
』
の
ご
と
き
逆
流
説
は
取
ら
な
い
。
ま
た
、
ふ
た
り
が
夫
婦
と
な
っ
て
か
ら
の
や
り
取
り
。
俊
頼
髄
脳
女
の
い
ひ
け
る
は
、
「我
が
、
物
思
ふ
人
の
け
し
き
に
て
見
え
し
は
、
い
か
な
る
事
ぞ
。
ね
が
は
く
は
、
わ
れ
に
隠
す
事
な
か
れ
」
。
松
孝
、
答
へ
て
い
は
く
、
「
わ
れ
、
昔
、
宮
の
ほ
か
に
し
て
、
川
の
流
れ
に
あ
そ
び
き
。
水
の
上
に
、
木
の
葉
の
あ
る
を
見
れ
ば
、
女
の
手
蹟
に
て
、
ひ
と
つ
の
詩
を
書
け
り
。
そ
れ
を
見
て
、
今
日
今
に
忘
る
る
事
な
し
。
し
か
は
あ
為
相
注
妻
女
外
金
楊
か
娘
、
問
て
い
は
く
「
何
事
を
お
も
ふ
そ
、
つ
ね
は
物
お
も
へ
る
け
し
き
の
み
み
ゆ
る
は
」
と
と
ひ
け
れ
は
、
長
包
公
か
い
ひ
け
る
は
、
「
な
に
を
か
く
し
た
て
ま
つ
ら
ん
そ
、
い
つ
の
年
い
か
〉
也
し
時
し
か
く
か
〉
る
事
あ
り
し
よ
り
、
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
恋
に
ま
よ
ひ
て
、
す
て
に
い
ま
い
ま
と
な
り
し
か
、
さ
れ
と
も
そ
こ
の
お
は
し
て
の
ち
は
、
こ
よ
108
れ
ど
、
君
に
、
か
く
親
し
く
な
り
て
な
く
な
く
さ
み
に
た
れ
と
、
猶
お
後
、
こ
と
の
ほ
か
に
、
思
ひ
な
ぐ
さ
り
く
は
心
に
か
〉
り
て
く
る
し
き
め
る
な
り
」
と
い
へ
り
。
女
、
こ
れ
也
」
と
い
へ
り
け
り
。
此
女
あ
さ
ま
を
聞
き
て
、
「
そ
の
詩
は
、
い
か
が
し
く
ふ
し
き
に
お
ほ
え
て
、
「
そ
の
あ
り
し
。
ま
た
、
そ
の
詩
の
和
か
つ
返
し
や
し
た
り
し
」
と
と
へ
は
、
く
り
た
り
し
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
「
し
か
な
り
」、
「さ
て
そ
の
か
き
た
「
し
か
あ
り
き
」
と
、
い
ら
へ
け
れ
り
け
ん
物
今
迄
あ
り
や
」
と
い
へ
は
、
ば
、
女
、
こ
の
事
を
聞
く
に
、
涙
さ
「
い
ま
迄
も
ち
た
り
」
と
て
、
ま
ほ
き
に
た
ち
て
、
契
り
の
お
ろ
か
な
ら
り
の
中
よ
り
か
の
か
き
の
葉
に
て
わ
ぬ
こ
と
を
、
知
り
ぬ
。
か
書
た
り
し
詩
を
と
り
い
て
た
り
。
所
々
で
細
か
い
対
応
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
両
者
の
関
係
の
有
り
よ
う
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
断
じ
え
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
為
相
注
」
の
引
用
は
、
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
四
十
八
『古
今
集
註
京
都
大
学
蔵
』
に
よ
り
、
校
訂
に
際
し
て
付
け
ら
れ
た
括
弧
等
は
、
私
の
判
断
で
省
略
し
た
。
(20
)
渡
辺
守
邦
氏
「資
料
紹
介
U
・
C
バ
ー
ク
レ
ー
校
蔵
『古
事
類
』
ー
も
う
一
つ
の
『連
集
良
材
』
ー
」
(国
文
学
研
究
資
料
館
『調
査
研
究
報
告
』
第
九
号
、
昭
六
十
三
・
三
)
。
引
用
に
際
し
、
読
み
仮
名
、
送
り
仮
名
は
省
略
し
た
。
但
し
、
漢
字
表
記
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
(付
記
)
小
稿
は
和
歌
文
学
会
例
会
(平
九
・
六
、
於
日
本
大
学
文
理
学
部
)
で
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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